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研究要旨：骨粗鬆症(OP)検診について、申請者らは Fracture Risk Assessment Tool (FRAX）、

Osteoporosis Self-assessment Tool for Asia (OSTA）、既存骨折の有無の 3 本立てで OP 検診を

行うことを提言し、OP 検診マニュアルを作成してきた。しかし、新しい OP 検診の円滑な

実施と継続のためには、OP 患者の早期発見や骨折の低減に効果的かどうかを検証し問題

点や課題を把握する必要がある。本研究班では、過去に提案した OP 検診項目による検診

を行い、検診内容を検証し、整形外科、リハビリテーション、放射線医学、栄養学、老年

医学、公衆衛生学、疫学など多方面の専門家がそれぞれの立場で問題点・課題を抽出し、

改善に取り組むことを目的として本研究を企画した。検診内容をブラッシュアップして新

骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）を作成することを目的とした。 

さらに骨粗鬆症学会、骨粗鬆症財団など関連学会・団体を通じて、改訂 OP 検診の普及・

啓発に努めるとともに、地域住民疫学研究を継続実施して、OP 及び OP による骨折の発生

リスク要因を解明し OP 予防に関するさらなるエビデンスを蓄積する。加えて OP 検診の

好事例である自治体の調査・整理を行って、良い点を学び、実現可能かつ効果的な OP 検

診体制を構築することを目指す。 

令和 6 年度はこの目的達成のために、研究代表者の総括のもと、各分担研究者が個別の

研究目的を達成するために研究活動に従事した。個別の研究目的に加えて、実際に検診を

行っている集団のデータ解析に基づき、検診フローの改定を行い、検診後指導向けの運動

プログラム、栄養パンフレットも含めた新骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）を作

成した。 

Ａ．研究目的 

骨粗鬆症（OP）が多くの高齢者の生活の質(QOL)

を低下させることによって、健康寿命を短縮し、

さらに医療費の高騰、労働力の低下の一因となっ

ていることは明らかである。従って、OP の予防は

人生 100 年時代に向かうわが国にとって、健康寿
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命の延伸を目指す上で極めて重要であり、科学的

根拠に基づいた有効な予防方法の普及啓発及び早

期発見に向けた OP 対策の実施が必要とされてい

る。しかし OP やその前段階の骨量減少の段階で

は対象者はほとんど無症状であり医療機関に受診

することは少ないため、OP の早期発見には地域住

民を対象とした検診が必要となる。しかしながら

骨粗鬆症検診実施率は全国平均で 5.0%と極めて

低く、地域差も大きい (骨粗鬆症財団ニュースリ

リース 2018.12.3, The Journal of Japan Osteoporosis 

Society 4, 513, 2018)。さらに OP 検診の手法や対象

者の年齢、実施間隔も統一されておらず、それら

の効果も明らかではない。 

これらの実情を踏まえ、OP 検診について、我々

は過去 2 回の研究経験（19FA1014、主任研究者 田

中栄；22FA1009、田中栄）において、Fracture Risk 

Assessment Tool (FRAX ）、 Osteoporosis Self-

assessment Tool for Asia (OSTA）、既存骨折の有無の

3 本立てで OP 検診を行うことを提言し、OP 検診

マニュアルを作成してきた。 

しかし、新しい OP 検診の円滑な実施と継続の

ためには、OP 患者の早期発見や骨折の低減に効果

的かどうかを検証し問題点や課題を把握する必要

がある。そこで申請者らは、過去に提案した OP 検

診項目による検診を行い、検診内容を検証し、整

形外科、リハビリテーション、放射線医学、栄養

学、老年医学、公衆衛生学、疫学など多方面の専門

家がそれぞれの立場で問題点・課題を抽出し、改

善に取り組むことを目的として本研究を企画した。

それにより検診内容をブラッシュアップして新骨

粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）を作成す

る。 

さらに骨粗鬆症学会、骨粗鬆症財団など関連学

会・団体を通じて、改訂 OP 検診の普及・啓発に努

めるとともに、地域住民疫学研究を継続実施して、

OP 及び OP による骨折の発生リスク要因を解明し

OP 予防に関するさらなるエビデンスを蓄積する。

加えて OP 検診の好事例である自治体の調査・整

理を行って、良い点を学び、実現可能かつ効果的

な OP 検診体制を構築することを目指す。 

 

Ｂ．Ｃ. 研究方法と結果 (敬称略。研究分担者の

研究詳細については、それぞれの報告書を参照さ

れたい。 

 

I. 新骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）の

作成 

本年度は、全員で、新骨粗鬆症検診・保健指導マニ

ュアル（案）の作成に取り組んだ。全員で合意した

マニュアルの役割分担は以下のようになった。 

 

新骨粗鬆症 検診・保健指導マニュアル（案） 

１） 骨粗鬆症の定義・病態  田中 

２） 骨粗鬆症の疫学（含男性骨粗鬆症）

 伊木 

３） 骨粗鬆症検診の目的・意義・現状 吉

村・田中 

４） 検診の実際 

① 検診の対象と医療面接  小川 

② OSTA    藤原 

③ FRAX    藤原 

④ 検診における骨密度測定のあつかい

 曽根 

⑤ 骨粗鬆症検診における判定基準 吉

村・田中 

５） 予防のための保健指導 

① 栄養指導   上西 

② 運動指導（含転倒予防）  萩野 

６） 要精検者への対応 

① 医療機関との連携  萩野 

② 精密検査・鑑別診断  曽根

③ 骨粗鬆症マネージャー・リエゾンサービ
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ス 小川 

④ 骨粗鬆症の薬物療法  宗圓 

７） 地域における取組の実際  藤原 

 

この割振りに従い、マニュアルを作成した（資料

として添付）。 

 

Ｄ．考察 

本研究の特徴は、整形外科、老年病内科、リハビリ

テーション、核医学、栄養、疫学、公衆衛生の各専

門家が参加し、OP 予防に関する文献の検証に加え、

一般市民を対象とするコホート研究の成果に基づ

いた予防法の開発を実施することである。本年度

は新骨粗鬆症検診・保健指導マニュアル（案）を作

成した。さらにこの案をもとに、新しい骨粗鬆症

検診の実施方法を第 26 回日本骨粗鬆症学会で提

案し、専門家のコメントを得た。 

 

Ｅ．結論 

効果的な OP 検診体制の策定に向けて、実際に検

診を行っている集団のデータ解析に基づき、検診

フローの改定を行い、新骨粗鬆症検診・保健指導

マニュアル（案）を作成した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 

 

Ｇ．研究発表 (研究代表者関連のみ記載。研究分担

者の研究発表については、それぞれの報告書を参

照されたい。) 
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443, 2024, doi: 10.1093/mr/road087. 

92. Teraguchi M, Hashizume H, Oka H, Kagotani R, 

Nagata K, Ishimoto Y, Tanaka S, Yoshida M, 

Yoshimura N, Yamada H: Prevalence and 

distribution of Schmorl node and endplate signal 
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change, and correlation with disc degeneration in 

a population‑based cohort: the Wakayama Spine 

Study. Eur Spine J 33(1): 103-110, 2024, doi: 

10.1007/s00586-023-08009-4. 

93. Yamato Y, Nagata K, Kawamura N, Higashikawa 

A, Takeshita Y, Tozawa K, Fukushima M, 

Urayama D, Ono T, Hara N, Okamoto N, Azuma 

S, Iwai H, Sugita S, Yoshida Y, Hirai S, Masuda 

K, Jim Y, Ohtomo N, Nakamoto H, Kato S, 

Taniguchi Y, Tanaka S, Oshima Y: Comparative 

Analysis of Microendoscopic and Open 

Laminectomy for Single-Level Lumbar Spinal 

Stenosis at L1-L2 or L2-L3. World Neurosurg 

183: e408-e414, 2024, doi: 

10.1016/j.wneu.2023.12.109.  

 

■ 和文原著論文 

1. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、舩元太郎、

帖佐悦男、村田峻輔、竹上未紗、西村邦宏、

小原大輔、大黒聡、鈴木啓明、荒井光一、田

中栄：レセプトデータからみた骨粗鬆症投薬

状況の実態：The Nobel Study：日本骨粗鬆症

学会雑誌 10(3): 359-366, 2024 

2. 小島伊知子、上原浩介、児玉理恵、飯高世子、

吉村典子、田中栄：都市部住民における手指

変形性関節症の有病率と Quick DASH 値(第 4

回) ROAD study：日本手外科学会雑誌 40(4): 

393-396, 2024 

 

■ 書籍 

1. 飯高世子、吉村典子、田中栄：骨軟化症. 書

籍『令和 4 年度改訂薬学教育モデル・コア・

カリキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治

療（D 医療薬学対応）』（「疾患で学ぶ病態・

薬物治療（D 医療薬学対応）」編集委員会編）

第 7 章骨・関節疾患、アークメディア、東京、

2025.03、pp183-185 

 

2)   学会発表 

■ 国際学会 

1. Yoshimura N, Iidaka T, Tanegashima G, Muraki S, 

Oka H, Nakamura K, Tanaka S: Trends in 

Prevalence of Hypovitaminosis D Over A 10-Year 

Period in JAPAN: The Research on 

Osteoarthritis/OSteoporosis Against Disability 

(ROAD) Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

2. Iidaka T, Muraki S, Tanegashima G, Oka H, 

Nakamura K, Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: 

Insights into Hip Health: Prevalence and Co-

Existence of Bone, Joint, and Muscle Disorders. 

The ROAD Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

 

■ 国内学会 

1. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、吉

村典子、山田宏：大規模住民コホートにおけ

る腰椎すべりの累積発生率について 10 年

間の追跡調査からの知見：第 142 回中部日本

整形外科災害外科学会・学術集会、2024.4.12-

13、米子市、口演 

2. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中

栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：第 2 回

ROAD(Research on Osteoarthritis/osteoporosis 

Against Disability)study における一般住民コホ

ートの腰椎すべりと腰痛・歩行速度・筋量の

関係：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、口演 

3. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、 筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中
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栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：一般住民

における腰椎すべりの累積発生率 ROAD 

study 10 年の追跡調査：第 53 回日本脊椎脊髄

病学会、2024.4.18-20、横浜市、口演 

4. 谷口優樹、阿久根徹、西田奈央、大森豪、Kim 

Hyun Ah、植野和子、齋藤琢、尾市健、岡敬之、

大島寧、川口浩、中村耕三、徳永勝士、田中

栄、吉村典子：ADAMTS17 のコモンバリアン

ト rs2054564 は変形性脊椎症の発症に関与す

る：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、ポスター 

5. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：股関節部における骨粗鬆症,変形性関節

症および筋力低下の相互関係 The ROAD 

study：第 97 回日本整形外科学会学術総会、福

岡市、2024.5.23-26、ポスター 

6. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の腰椎正面 X 線

像のみから大腿骨近位部の骨密度を演算する

AI 骨粗鬆症診断補助システムのスクリーニ

ング・診断精度評価：第 97 回日本整形外科学

会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

7. 種子島岳、飯高世子、村木重之、岡敬之、阿

久根徹、中村耕三、田中栄、吉村典子：地域

住民コホートROAD 10年の追跡による変形

性膝関節症有病率の長期トレンド 膝関節は

若返っているのか：第 97 回日本整形外科学会

学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

8. 武田龍太郎、水原寛康、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：整形外科医と同等の精度

で外反母趾角を測定可能な深層学習モデルの

開発：第 97 回日本整形外科学会学術総会、

2024.5.23-26、福岡市、ポスター 

9. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の胸部正面 X 線

像のみから大腿骨近位部および腰椎の骨密度

を演算する AI 骨粗鬆症診断補助システムの

スクリーニング・診断精度評価：第 97 回日本

整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、

ポスター 

10. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、筒

井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、吉田宗

人、山田宏、吉村典子：X 線画像上における

腰椎すべりの有病率と腰痛・歩行速度・筋量

との関係 ROAD study からの知見：第 97 回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、口演 

11. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、笠井太郎、

堀井千彬、飯高世子、井口傑、 橋爪洋、山田

宏、吉村典子、田中栄：左右で重症度が大き

く異なる外反母趾の腰椎変形が関与する 大

規模住民コホート ROAD study より：第 97 回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

12. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と股関節部における

骨、関節疾患との相互関係-The ROAD study-：

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2024.6.13-16、東京、口演 

13. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：低大腿四頭筋筋力は要介

護発生のリスクとなるか 住民コホート 6 年

の追跡：第 42 回日本骨代謝学会学術集会、

2024.6.29-.7.2、沖縄県那覇市、口演 

14. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、中村耕三、

田中栄：ビタミン D 不足症、欠乏症の有病率

の推移 ROAD スタディ 10 年間の観察：第
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42 回日本骨代謝学会学術集会、2024.6.29-.7.2、

沖縄県那覇市、口演 

15. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一、

田中栄：ポストコロナ時代の非接触による運

動器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツールの

開発：第 35 回日本運動器科学会、宇都宮市、

2024.7.6-7、口演 

16. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力が要介護発生に与える

影響 The ROAD study：第 52 回日本関節病学

会、東京都、2024.7.19-20、口演 

17. 笠井太郎、武田龍太郎、内尾明博、水原寛康、

真壁健太、小俣康徳、飯高世子、吉村典子、

松本卓巳、田中栄：抗 CCP 抗体と骨密度の関

係 一般住民コホートデータを用いた 6 年間

の縦断研究：第 52 回日本関節病学会、東京都、

2024.7.19-20、口演 

18. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と要介護発生との関連 

The ROAD study：第 26 回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.11-13、金沢市、ポスター 

19. 榎本悠希、平池修、茂呂徹、齋藤琢、土持早

希、古川真帆、廣田泰、吉村典子、大須賀穣、

田中栄：AI 骨粗鬆症診断補助システムを用い

た骨密度推定値による妊娠期ヘパリン使用の

影響に関する検討：第 39 回日本整形外科学会

基礎学術集会、2024.10.17-18、東京都、口演 

20. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：整

形外科医と同等の精度で内側種子骨の Hardy

分類が可能な深層学習モデルの開発：第 49 回

日本足の外科学会学術集会、2024.11.7-8、東京、

ポスター 

21. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、真壁健太、

笠井太郎、飯高世子、井口傑、吉村典子、田

中栄：腰椎疾患が外反母趾の左右非対称性に

与える影響 大規模住民コホート ROAD 

study に基づく解析：第 49 回日本足の外科学

会学術集会、2024.11-7-8、東京、口演 

22. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：外

反母趾角自動計測 AI のエラー率 住民コホ

ート研究 ROAD study で取得した 2300 枚の単

純 X 線を用いた検証：第 49 回日本足の外科

学会学術集会、2024.11.7-8、東京都、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 茂呂徹、藤尾圭志、大野久美子、飯高世子、

岡敬之、田中栄：ワークショップ 16 骨粗鬆症

の評価 胸部正面 X線像のみから大腿骨近位

部及び腰椎の骨密度を演算する AI 骨粗鬆症

診断補助システムのスクリーニング・診断精

度評価：第 68 回日本リウマチ学会総会・学術

集会、2024.4.18、神戸市、口演 

2. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、松本卓

巳、小俣康徳、田中健之、大野久美子、石倉

久年、飯高世子、藤尾圭志、田中栄：シンポ

ジウム 3 関節病に対する AI アプローチ：胸

部/腰椎正面 X 線画像のみから大腿骨近位部

および腰椎の骨密度推定値を出力する AI 骨

粗鬆症診断補助システム：第 52 回日本関節病

学会、2024.7.20、東京都、口演 
 

Ｈ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

  3. その他 
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 なし
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